
生　物　学 62 名

採用年度 氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 申請時所属機関 部局 職名等 分科 細目 研究課題名 派遣国名 受入研究機関名

1 21 浅利　宏紀 ｱｻﾘ ﾋﾛｷ ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大学 ﾎﾟｽﾄﾞｸ 神経科学 神経科学一般
網膜神経回路における感覚信号の処理機
構および情報伝達の解明

米国 ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大学

2 21 岡村　勝友 ｵｶﾑﾗ ｶﾂﾄﾓ
ｽﾛｰﾝｹﾀﾘﾝｸﾞ記念癌研
究所

ﾎﾟｽﾄﾞｸ 生物科学 機能生物化学 ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴにおける内在性siRNA機構 米国 ｽﾛｰﾝｹﾀﾘﾝｸﾞ記念がんｾﾝﾀｰ

3 21 小沼　健 ｵﾇﾏ ﾀｹｼ 九州大学 農 特別研究員 基礎生物学 形態･構造
成長から性成熟への切換え機構:受容体の
時期特異的阻害より知る脳内GnRH系制御

米国 ﾐｼｶﾞﾝ大学

4 21 川島　茂裕 ｶﾜｼﾏ ｼｹﾞﾋﾛ 東京大学 分生研 特任研究員 生物科学 分子生物学
合成低分子化合物を利用したBublｷﾅｰｾﾞ
の分子機能解析

米国 ﾛｯｸﾌｪﾗｰ大学

5 21 川根　公樹 ｶﾜﾈ ｺｳｷ 京都大学 医 助教 生物科学 発生生物学
上皮組織のﾀﾞｲﾅﾐｯｸな可塑性における
MyosinIIの制御と役割

ﾌﾗﾝｽ
ﾒﾃﾞｨﾃﾗﾆｰ大学 国立科学研究
ｾﾝﾀｰ

6 21 木田　泰之 ｷﾀﾞ ﾔｽﾕｷ 東北大学 加齢研 助教 生物科学 発生生物学
成体心臓における代謝経路の変換と機械
刺激

米国 ｿｰｸ研究所

7 21 木全　諭宇 ｷﾏﾀ ﾕｳ ﾏﾘｰｷｭﾘｰ研究所 ﾎﾟｽﾄﾞｸ 生物科学 分子生物学
細胞周期進行に必須なﾕﾋﾞｷﾁﾝﾘｶﾞｰｾﾞ複合
体APC/Cの基質認識と制御の分子機構

英国 ﾏﾘｰｷｭﾘｰ研究所

8 21 佐藤　晋也 ｻﾄｳ ｼﾝﾔ ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞヴｪｹﾞﾅｰ研究所 大学院生 基礎生物学 生物多様性･分類
有性生殖研究を通した珪藻の高次系統関
係の解明

英国 英国ｴｼﾞﾝﾊﾞﾗ大学

9 21 澤　真理子 ｻﾜ ﾏﾘｺ
ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大学ｻﾝﾃﾞｨｴｺﾞ
校

ﾎﾟｽﾄﾞｸ 基礎生物学 植物生理･分子
体内時計が制御する生理現象の分子的解
明

米国 ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大学ｻﾝﾃﾞｨｴｺﾞ校

10 21 関田　洋一 ｾｷﾀ ﾖｳｲﾁ 東京医科歯科大学 難疾研 特任助教 ｹﾞﾉﾑ科学 基礎ｹﾞﾉﾑ科学
子宮内胎児発育遅延の治療法開発のため
の､胎生後期における胎盤機能制御機構の
解析

英国 ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ大学

11 21 豊田　雄介 ﾄﾖﾀﾞ ﾕｳｽｹ ﾏｯｸｽﾌﾟﾗﾝｸ研究所 ﾎﾟｽﾄﾞｸ 生物科学 細胞生物学
ﾋﾄ皮層ﾀﾝﾊﾟｸ質の細胞分裂期における分子
機能の組織的解明

ﾄﾞｲﾂ
ﾏｯｸｽﾌﾟﾗﾝｸ分子細胞生物学
遺伝学研究所

12 21 西田　敬二 ﾆｼﾀﾞ ｹｲｼﾞ 立教大学 理 特別研究員 基礎生物学 形態･構造
真核細胞における細胞内空間認識への合
成生物学的ｱﾌﾟﾛｰﾁ

米国 ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大学医学部

13 21 野澤　昌文 ﾉｻﾞﾜ ﾏｻﾌﾐ ﾍﾟﾝｼﾙﾊﾞﾆｱ州立大学 ﾎﾟｽﾄﾞｸ 生物科学 進化生物学
哺乳類ｹﾞﾉﾑ情報を用いた多重遺伝子ﾌｧﾐ
ﾘｰの遺伝子数進化機構の解明

米国 ﾍﾟﾝｼﾙﾊﾞﾆｱ州立大学

14 21 福井　宏和 ﾌｸｲ ﾋﾛｶｽﾞ ﾏｲｱﾐ大学 大学院生 生物科学 細胞生物学
成体神経幹細胞の自己複製におけるSirt1
の機能解析

ﾄﾞｲﾂ ﾄﾞﾚｽﾃﾞﾝ再生医療ｾﾝﾀｰ

15 21 宮成　悠介 ﾐﾔﾅﾘ ﾕｳｽｹ 情報･ｼｽﾃﾑ研究機構 国遺研 研究員 生物科学 発生生物学
初期発生胚におけるｹﾞﾉﾑﾘﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ機構
の解析

ﾌﾗﾝｽ
国立分子遺伝細胞生物学研
究所(ﾌﾗﾝｽ国立科学研究ｾﾝ
ﾀｰ､ﾙｲｽ･ﾊﾟｽﾂｰﾙ大学)

海外特別研究員　平成２２年度中採用者一覧
平成23年3月1日現在
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16 21 村上　健次 ﾑﾗｶﾐ ｹﾝｼﾞ ｽﾀﾝﾌｫｰﾄﾞ大学 医 ﾎﾟｽﾄﾞｸ 生物科学 構造生物化学
ｸﾗｲｵ電子顕微鏡とX線結晶解析のﾊｲﾌﾞﾘｯ
ﾄﾞ法を用いた転写開始複合体の構造研究

米国 ｽﾀﾝﾌｫｰﾄﾞ大学

17 21 横林　しほり ﾖｺﾊﾞﾔｼ ｼﾎﾘ
ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ･ﾐｰｼｬｰ生物医
学研究所

ﾎﾟｽﾄﾞｸ 生物科学 発生生物学
始原生殖細胞の発生におけるｴﾋﾟｼﾞｪﾈﾃｨｯｸ
再ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに関わるﾎﾟﾘｺｰﾑの機能

ｽｲｽ
ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ･ﾐｰｼｬｰ生物医学研
究所

18 21 福田　智行 ﾌｸﾀﾞ ﾄﾓﾕｷ ｶﾛﾘﾝｽｶ研究所 ﾎﾟｽﾄﾞｸ 基礎生物学 遺伝･ｹﾞﾉﾑ動態
生殖細胞において形成される染色体構造
の構成と構築に関する解析

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ ｶﾛﾘﾝｽｶ研究所

19 21 武尾　里美 ﾀｹｵ ｻﾄﾐ ｽﾄﾜｰｽﾞ医学研究所 ﾎﾟｽﾄﾞｸ 生物科学 細胞生物学
ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ雌の減数分裂における染色体
ﾀﾞｲﾅﾐｯｸｽとその機能

米国 ｽﾄﾜｰｽﾞ医学研究所

20 21 羽鳥（廣田）　恵 ﾊﾄﾘ(ﾋﾛﾀ) ﾒｸﾞﾐ ｿｰｸ研究所 ﾎﾟｽﾄﾞｸ 生物科学 分子生物学
ﾒﾗﾉﾌﾟｼﾝおよび光感受性網膜神経節細胞
の機能解析

米国 ｿｰｸ研究所

21 21 近藤　邦生 ｺﾝﾄﾞｳ ｸﾆｵ ﾌﾚｯﾄﾞ･ﾊｯﾁﾝｿﾝ癌研究所 ﾎﾟｽﾄﾞｸ 神経科学 神経科学一般
嗅覚によって引き起こされる本能的恐怖の
ﾒｶﾆｽﾞﾑの解析

米国 ﾌﾚｯﾄﾞ･ﾊｯﾁﾝｿﾝがん研究所

22 21 高田　慶一 ﾀｶﾀ ｹｲｲﾁ ﾋﾟｯﾂﾊﾞｰｸﾞ大学 ﾎﾟｽﾄﾞｸ ｹﾞﾉﾑ科学 基礎ｹﾞﾉﾑ科学
脊椎動物における非B型DNA複製機構の
解析

米国
ﾃｷｻｽ大学 M.D.ｱﾝﾀﾞｰｿﾝがん
ｾﾝﾀｰ

23 21 堅田　明子 ｶﾀﾀﾞ ｻﾔｺ
独立行政法人理化学研
究所

特別研究員 基礎生物学 遺伝･ｹﾞﾉﾑ動態
ﾋｽﾄﾝ修飾による哺乳類概日ﾘｽﾞﾑ時計遺伝
子の転写制御機構の解明

米国 ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ州立大学ｱｰﾊﾞｲﾝ校

24 21 佐藤　華江 ｻﾄｳ ﾊﾅｴ ﾛﾁｪｽﾀｰ大学 ﾎﾟｽﾄﾞｸ 生物科学 分子生物学 ﾊﾟｲｵﾆｱﾗｳﾝﾄﾞ翻訳におけるmRNP再構成 米国 ﾛﾁｪｽﾀｰ大学

25 21 伊藤　伸介 ｲﾄｳ ｼﾝｽｹ 大阪大学 基工 特別研究員 基礎生物学 遺伝･ｹﾞﾉﾑ動態
哺乳動物細胞におけるDNA脱ﾒﾁﾙ化機構
の解明

米国 ﾉｰｽｶﾛﾗｲﾅ大学ﾁｬﾍﾟﾙﾋﾙ校

26 21 松尾　朋彦 ﾏﾂｵ ﾄﾓﾋｺ ｼﾞｭﾈｰﾌﾞ大学 ﾎﾟｽﾄﾞｸ 神経科学 神経科学一般
ﾄﾗﾝｽｼﾞｪﾆｯｸﾏｳｽを用いた新規嗅覚器ｸﾞﾙﾝ
ﾍﾞﾙｸﾞ神経節の解析

ｽｲｽ ｼﾞｭﾈｰﾌﾞ大学

27 21 中曽根　祐介 ﾅｶｿﾈ ﾕｳｽｹ 京都大学 理 大学院生 生物科学 生物物理学
青色光ｾﾝｻｰ蛋白質の光情報認識からｼｸﾞ
ﾅﾙ伝達に至る反応分子機構の解明

ｵﾗﾝﾀﾞ ｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑ大学

28 21 小口　理一 ｵｸﾞﾁ ﾘｲﾁ 東京大学 理 特別研究員 基礎生物学 生態･環境
光合成の光環境適応･順化における光阻害
とその修復の重要性の定量的評価

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ国立大学

29 21 緑川　光春 ﾐﾄﾞﾘｶﾜ ﾐﾂﾊﾙ ｵﾚｺﾞﾝ健康科学大学 ﾎﾟｽﾄﾞｸ 生物科学 生物物理学
開口放出後のSNARE複合体の分解に対す
る実時間ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ

米国 ｵﾚｺﾞﾝ健康科学大学

30 21 尾内　隆行 ｵﾅｲ ﾀｶﾕｷ
ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大学ｻﾝﾃﾞｨｴｺﾞ
校

ﾎﾟｽﾄﾞｸ 生物科学 発生生物学
ﾅﾒｸｼﾞｳｵ胚における体軸形成の遺伝的解
析

米国
ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大学ｻﾝﾃﾞｨｴｺﾞ校ｽｸ
ﾘﾌﾟﾂ海洋学研究所
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31 21 渡部　聡朗 ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾄｼｱｷ 総合研究大学院大学 生命 大学院生 生物科学 分子生物学
ﾏｳｽ生殖細胞におけるpiRNAの機能と生合
成の経路の解析

米国 ｴｰﾙ大学

32 21 宅野　将平 ﾀｸﾉ ｼｮｳﾍｲ 総合研究大学院大学 葉山ｾ 特別研究員 生物科学 進化生物学 ｹﾞﾉﾑ進化におけるDNAﾒﾁﾙ化の役割 米国 ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大学

33 21 中村　征史 ﾅｶﾑﾗ ﾕｷｵ ﾊｲﾃﾞﾙﾍﾞﾙｸ大学 ﾎﾟｽﾄﾞｸ 生物科学 発生生物学
刺胞動物ﾋﾄﾞﾗ頭部ｵｰｶﾞﾅｲｻﾞｰ形成に関わ
るWntの転写制御因子の同定

ﾄﾞｲﾂ ﾊｲﾃﾞﾙﾍﾞﾙｸ大学

34 22 村本　哲哉 ﾑﾗﾓﾄ ﾃﾂﾔ 英国ﾀﾞﾝﾃﾞｨｰ大学 生命科学研究科 ﾎﾟｽﾄﾞｸ 生物科学 細胞生物学
ﾗｲﾌﾞｾﾙｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞを用いたｴﾋﾟｼﾞｪﾈﾃｨｯｸな継
承の解析

英国 英国ﾀﾞﾝﾃﾞｨｰ大学

35 22 櫻井　雅之 ｻｸﾗｲ ﾏｻﾕｷ
(社)ﾊﾞｲｵ産業情報化ｺﾝ
ｿｰｼｱﾑ

研究開発本部 機能性RNAﾌﾟ
ﾛｼﾞｪｸﾄ

研究員 生物科学 分子生物学
ﾋﾄ･ﾏｳｽ内在性二本鎖RNAのA-to-I RNAｴ
ﾃﾞｨﾃｨﾝｸﾞによる発生･分化･ｽﾄﾚｽ応答時特
異的な遺伝子発現制御機構の解明

米国 ｳｨｽﾀｰ研究所

36 22 山中　直岐 ﾔﾏﾅｶ ﾅｵｷ ﾐﾈｿﾀ大学 ﾎﾟｽﾄﾞｸ 生物科学 発生生物学
ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾀｰを介した昆虫ｽﾃﾛｲﾄﾞﾎﾙﾓﾝ分泌
調節機構の解析

米国 ﾐﾈｿﾀ大学

37 22 植木　紀子 ｳｴｷ ﾉﾘｺ ﾋﾞｰﾚﾌｪﾙﾄ大学 ﾎﾟｽﾄﾞｸ 生物科学 進化生物学
ﾎﾞﾙﾎﾞｯｸｽ科緑藻の走光性の進化:改良法
による機能欠損変異体作製と遺伝子機能
解析

ﾄﾞｲﾂ ﾋﾞｰﾚﾌｪﾙﾄ大学

38 22 石橋　豊隆 ｲｼﾊﾞｼ ﾄﾖﾀｶ
ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大学ﾊﾞｰｸﾚｰ
校

ﾎﾟｽﾄﾞｸ
ﾅﾉ･ﾏｲｸﾛ科
学

ﾅﾉ材料･ﾅﾉﾊﾞｲｵｻｲ
ｴﾝｽ

ﾇｸﾚｵｿｰﾑ構造における転写制御機構の1
分子解析

米国 ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大学ﾊﾞｰｸﾚｰ校

39 22 岩瀬　茂樹 ｲﾜｾ ｼｹﾞｷ ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大学 医学部病理学分野 ﾎﾟｽﾄﾞｸ 基礎生物学 遺伝･ｹﾞﾉﾑ動態
ﾋｽﾄﾝﾒﾁﾙ化制御とX連鎖性精神遅滞の発
症ﾒｶﾆｽﾞﾑに関する研究

米国 ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大学医学部

40 22 岡部　泰賢 ｵｶﾍﾞ ﾔｽﾀｶ ｴｰﾙ大学 ﾎﾟｽﾄﾞｸ 生物科学 細胞生物学 組織ﾏｸﾛﾌｧｰｼﾞ多様性の分子機構 米国 ｴｰﾙ大学

41 22 梅津　大輝 ｳﾒﾂ ﾀﾞｲｷ ﾏｯｸｽﾌﾟﾗﾝｸ研究所 ﾎﾟｽﾄﾞｸ 生物科学 発生生物学
生物の組織作りの力学的解析と分子ﾒｶﾆｽﾞ
ﾑの解明

ﾄﾞｲﾂ
ﾏｯｸｽﾌﾟﾗﾝｸ分子細胞生物学･
遺伝学研究所

42 22 島本　勇太 ｼﾏﾓﾄ ﾕｳﾀ ﾛｯｸﾌｪﾗｰ大学
化学および細胞生物学研究
室

ﾎﾟｽﾄﾞｸ 生物科学 生物物理学
正確な染色体分配を司る張力依存的制御ﾒ
ｶﾆｽﾞﾑの解明

米国 ﾛｯｸﾌｪﾗｰ大学

43 22 片山　圭一 ｶﾀﾔﾏ ｹｲｲﾁ
独立行政法人理化学研
究所

特任研究員 神経科学 神経･筋肉生理学
ﾏｳｽ脊髄における感覚-運動神経間の特異
的ｼﾅﾌﾟｽ形成機構の解明

米国 ｼﾝｼﾅﾃｨ小児病院医療ｾﾝﾀｰ

44 22 谷内江　望 ﾔﾁｴ ﾉｿﾞﾑ 慶應義塾大学 環境情報学部
特別研究員
PD

情報学 生体生命情報学
ﾏﾙﾁｵﾐｸｽﾃﾞｰﾀによる細胞内ﾘﾝ酸化反応ﾈｯ
ﾄﾜｰｸのｲﾝｼﾘｺ再構成

ｶﾅﾀﾞ ﾄﾛﾝﾄ大学

45 22 服部　素之 ﾊｯﾄﾘ ﾓﾄﾕｷ 東京大学 医科学研究所
特別研究員
PD

生物科学 構造生物化学 P2X受容体ﾁｬﾈﾙの構造･機能解析 米国 ｵﾚｺﾞﾝ健康科学大学
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46 22 牧野　崇司 ﾏｷﾉ ﾀｶｼ 東北大学 生命科学研究科 研究員 基礎生物学 生態･環境
学習が生物間相互作用を変える:送粉動物
の行動変化がもたらす花の形質進化

ｶﾅﾀﾞ ﾄﾛﾝﾄ大学

47 22 杉本　薫 ｽｷﾞﾓﾄ ｶｵﾙ ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ工科大学 生物 ﾎﾟｽﾄﾞｸ 基礎生物学 植物生理･分子 植物器官再生現象の機構解析 米国 ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ工科大学

48 22 塚越　啓央 ﾂｶｺﾞｼ ﾋﾛﾅｶ ﾃﾞｭｰｸ大学 ﾎﾟｽﾄﾞｸ 基礎生物学 植物生理･分子
植物根端での細胞分裂から細胞伸長への
転換過程を制御する転写ﾈｯﾄﾜｰｸ

米国 ﾃﾞｭｰｸ大学

49 22 太田　信哉 ｵｵﾀ ｼﾝﾔ ｴｼﾞﾝﾊﾞﾗ大学
ｳｪﾙｶﾑ財団 細胞生物学ｾﾝ
ﾀｰ

ﾎﾟｽﾄﾞｸ 生物科学 細胞生物学
多次元ﾌﾟﾛﾃｵﾐｸｽによるｾﾝﾄﾛﾒｱ構造解析と
新規ｾﾝﾄﾛﾒｱ蛋白質の機能解析

英国 ｴｼﾞﾝﾊﾞﾗ大学

50 22 下條　雅文 ｼﾓｼﾞｮｳ ﾏｻﾌﾐ ｽｸﾘﾌﾟｽ研究所 ﾎﾟｽﾄﾞｸ 神経科学 神経科学一般
哺乳動物中枢神経系における小胞輸送及
び調節性分泌の制御機構

米国 ｽｸﾘﾌﾟｽ研究所

51 22 辻村　太郎 ﾂｼﾞﾑﾗ ﾀﾛｳ
ﾖｰﾛｯﾊﾟ分子生物学研究
所

発生生物学部門 ﾎﾟｽﾄﾞｸ 基礎生物学 遺伝･ｹﾞﾉﾑ動態
異族遺伝子群BMP7-Ap2γ領域の染色体
動態に起因する統括的転写調節機構の解
析

ﾄﾞｲﾂ ﾖｰﾛｯﾊﾟ分子生物学研究所

52 22 野田口　理孝 ﾉﾀｸﾞﾁ ﾐﾁﾀｶ 京都大学 生命科学 研究員 基礎生物学 植物生理･分子
mRNAの篩管内長距離輸送を介した植物ﾎ
ﾙﾓﾝ･ｵｰｷｼﾝの新たな作用機構の検討

米国 ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大学 ﾃﾞｰﾋﾞｽ校

53 22 池田（福森）　香代子 ｲｹﾀﾞ(ﾌｸﾓﾘ) ｶﾖｺ 京都大学 生態学研究ｾﾝﾀｰ COE研究員 基礎生物学 生態･環境
捕食者多様性が湖沼生態系の体ｻｲｽﾞ構造
と機能安定性に与える影響の実験的検証

米国 ﾃｷｻｽ大学

54 22 高山　浩司 ﾀｶﾔﾏ ｺｳｼﾞ 千葉大学 理学(系)
特別研究員
PD

基礎生物学 生物多様性･分類
大洋島固有植物における向上進化と分岐
進化の遺伝的背景の解明

ｵｰｽﾄﾘｱ ｳｨｰﾝ大学

55 22 栗原　志夫 ｸﾘﾊﾗ ﾕｷｵ
独立行政法人理化学研
究所

特別研究員
(理化学研究
所)

基礎生物学 植物生理･分子 植物におけるRNA動態の解析 米国 ｿｰｸ生物学研究所

56 22 鈴木　俊介 ｽｽﾞｷ ｼｭﾝｽｹ 東京医科歯科大学 難治疾患研究所 特任助教 生物科学 進化生物学
有袋類特異的ｹﾞﾉﾑ刷り込み領域の探索:ｹﾞ
ﾉﾑ比較から探るその起源と進化

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ ﾒﾙﾎﾞﾙﾝ大学

57 22 藤村　健 ﾌｼﾞﾑﾗ ｹﾝ 東京大学 大学院総合文化研究科 大学院生 生物科学 細胞生物学
RNAﾌﾟﾛｾｼﾝｸﾞﾎﾞﾃﾞｨｰの機能的な多様性に
ついての研究

米国 ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ医科大学

58 22 大西　啓介 ｵｵﾆｼ ｹｲｽｹ 東京大学 分子細胞生物学研究所 博士研究員 生物科学 細胞生物学
Wntｼｸﾞﾅﾙによるaxon guidance/turningの
制御機構の解析

米国 ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大学ｻﾝﾃﾞｨｴｺﾞ校

59 22 中山　慎之介 ﾅｶﾔﾏ ｼﾝﾉｽｹ ﾃｷｻｽ大学 海洋科学 大学院生 基礎生物学 生態･環境
集団生活動物において個体が集団の意志
決定に与える影響

英国 ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ大学

60 22 眞　昌寛 ｼﾝ ﾏｻﾋﾛ
独立行政法人理化学研
究所

発生･再生総合研究ｾﾝﾀｰ 初
期発生ﾁｰﾑ

研究員 生物科学 発生生物学
ｾﾞﾌﾞﾗﾌｨｯｼｭの心臓血管発生におけるSbno
遺伝子の機能解析

米国 ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ医科大学
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61 22 篠田（小知和）　裕美 ｼﾉﾀﾞ(ｺﾁﾜ) ﾋﾛﾐ 慶應義塾大学 大学院政策･ﾒﾃﾞｨｱ研究科 助教 ｹﾞﾉﾑ科学 応用ｹﾞﾉﾑ科学
細胞内代謝物質が誘導する寿命延長の分
子ﾒｶﾆｽﾞﾑ解明に向けた統合ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ解析

米国 ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大学ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ校

62 22 渡邉　忠由 ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾀﾀﾞﾖｼ
ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大学ｻﾝﾌﾗﾝｼｽ
ｺ校

Department of Surgery and
Anatomy

ﾎﾟｽﾄﾞｸ 生物科学 発生生物学
3次元生体内において動脈と静脈のﾊﾟﾀｰﾝ
を調節するﾒｶﾆｽﾞﾑ

米国 ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大学ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ校
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